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本書は令和元年度から2年度にかけて行われた厚
生労働科学研究である「国立機関・専門家の連携と
地域研修の実態調査による発達障害児者支援の効果
的な研修の開発」の成果としてまとめられている。
本書の最大の特徴は研修用の動画があわせて公開
されており，これと組み合わせることで，効率のよい
学習が可能となる点であろう。動画は国の諸機関が
協力して運営している「発達障害ナビポータル」内
に「発達障害児者の支援に関する標準的な研修プロ
グラム」として掲載されており，無料で視聴するこ
とが可能である。計30本の動画を見ながら，要所を
本書で確認していくことをお薦めしたい。なお，発
達障害ナビポータルには，この研修動画以外にも豊
富な情報や研修コンテンツが含まれており，ぜひ活
用していただければと思う。
さて本書であるが，全体は「アセスメントツール
と個別の支援計画」「適応行動」「家族支援（きょう
だい支援）」「本人支援」「PDCAサイクルから支援の
質を向上させていく」の5部構成となっており，発
達障害者支援の全体を包括的に学ぶことができる。
内容はやや幼児期，児童期に重心が置かれている
感はあるが，コンパクトに一冊にまとめられている
ため，初学者にとっても無理のない分量で，現場で
使用されていることの多い，学術的な根拠のある支
援技法を網羅的に学ぶことができ，何が現時点での
「標準」であるのかが理解できる構成となっている。
本書のみで即実践を行うことは難しいかもしれない
が，自分が直接関わる領域以外の部分についても，必
要な知識をバランス良く獲得することができるのが，
本書の重要な役割であると言えるだろう。
また中堅以上の支援者は，本書を通読することで，

自分の支援の周辺で足りていない支援に気づくこと
ができるかもしれない。足りていない支援や必要な
連携について，あらためて見直すきっかけとして使
うことができるだろう。またベテランの支援者や研
究者にとっては，今後，地域資源や技法の開発が必
要な領域を逆に浮き彫りにしてくれる書籍であると
も言えるだろう。また第5部はまさに研修の実施や
定着，日頃の実践の評価などについて書かれており，
支援技法の社会実装が強く意識された内容となって
いる。
このように本書は，さまざまな観点から見て「標準

テキスト」に必要な条件を満たす書籍であると言え
る。現在，発達障害児者支援には大きな地域間，支
援機関間の格差が見られている。支援水準の均霑

てん

化
は喫緊の課題となっており，本書と研修コンテンツ
の活用はその推進に大きく寄与できる可能性がある
ように思われる。本書の前書きにもあるように，発
達障害領域の研究は日進月歩であり，現場での実践
も大きく変化している。今後も本書や研修コンテン
ツが継続してアップデートされていくことを期待し
たい。
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